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一人一人がきらきら輝く喜連川小学校

コロナ対策と学習活動の両立を目指して
喜連川小学校の名所の一つに、「突抜き井戸」があります。今は、南校舎と北校舎

の間の中庭西側にあり、ビオトープを通って池にそそいでいます。一年中水が湧き

だしていて、昔はプールの水に使用されたり、スケートリンクを作ったりして、当

時の子どもたちにとってなじみ深い場所だったようです。

さて、全国的に新型コロナウイルス感染症の感染拡大が止まらない状況が続いて

おり、さくら市内での感染者もかなりの数に上っております。学校においては、引

き続き感染対策を徹底し、子どもたちが安全に、そして安心して学習ができるよう

気を引き締めていきたいと思います。

２４日（月）から「６年生による校長室訪問」を開始しました。本来であれば、

卒業を前に給食を食べながら歓談する取組でした。昨年度からは、給食後に校長室

に来て１５分程度歓談するように変更しました。６年生は、私にとって４年生の時

に書写の授業を担当したり、海浜自然教室や修学旅行も一緒に行った大切な仲間で

す。この時間を大切にして中学校に送りたいと思います。

あいさつ標語
冬休みの宿題の一つとして「あいさつ標語」を、子どもたちに考えてもらいました。全ての標語を読ませて

いただきましたが、言葉一つ一つを子どもたちが一生懸命考えていたことが分かる標語ばかりです。みんな甲

乙付けがたい作品ばかりですが、各学年で３点ずつ選ばれた標語（昇降口を入ったラウンジに掲示してありま

す。）を紹介します。
○あいさつで つながるみんなの わらいごえ （１年生）

○元気なあいさつ さむさふきとぶ 心のカイロ （１年生）

○あいさつで みんななかよし おともだち （１年生）

○あいさつで みんなが心 あたたまる （２年生）

○君のえ顔が見たいから わたしは今日もあいさつをする （２年生）

○おはようと 元気にあいさつ 一日元気 （２年生）

○あいさつで 心つながる いい笑顔 （３年生）

○あいさつで みんなつながる えがおのわ （３年生）

○元気いっぱい えがおいっぱい 大きな声でこんにちは （３年生）

○「おはよう」と 言って言われてかがやくぞ 向き合う心とみんなの笑顔 （４年生）

○おはようは 笑顔を作る 魔法の言葉 （４年生）

○あいさつは 心と心を 結び合う （４年生）

○あいさつは みんなをつなぐ あいことば （５年生）

○友達と きずながふかある こんにちは （５年生）

○こんにちは これで笑顔の 花がさく （５年生）

○あいさつで 自然に広がる すてきな笑顔 （６年生）

○おはようと 魔法の言葉で いい笑顔 （６年生）

○あいさつは みんなの心 優しくつなぐ （６年生）

子どもたち一人一人が「あいさつ」について考える時間になったことが、とても貴重な活動になりました。

子どもたちのあいさつへの意欲を高めながら、さらに「挨拶いっぱい 笑顔いっぱい 元気いっぱい」の喜連

川小学校にしていきます。

なお、保護者の皆様にも、本校の学校運営協議会から「我が家のあいさつ標語」を募集させていただきまし

た。たくさんのご応募をいただきありがとうございました。素敵な作品がたくさんありますので、学校運営協

議会委員の皆様と相談して、学校だよりや学校のホームページ等を利用して紹介していきます。



「

PTAＰＴＡミニ理事会 １月２０日（木）
新型コロナウイルス感染症への対応として、

ＰＴＡ会長さんと副会長さんにお越しいただ

き、最小人数でミニ理事会を実施しました。

本年度の予算執行状況や来年度のＰＴＡ活動

の在り方等、コロナ禍で見えてきた行事等の

必要性等を加味しながら協議を行いました。

言葉のキラリさんをさがそう週間

児童会が中心となって「言葉のキラリさんをさがそう週間」を実施しました。これは１２月の委員会

活動の際、「よい言葉遣い」を目指していこうと企画委員会が話し合って計画したものです。敬語や感謝

の言葉、友達同士の挨拶やさん付け、ふわふわ言葉などを、意識して取り組んだ子どもたちがたくさん

見られました。少しづつでも、言葉遣いを意識する子どもたちが増えてうれしいです。

挨拶いっぱい

笑顔いっぱい

元気いっぱい

本校の理科の時間はとても充実しています。それは、さくら市の小学校に理科支援員さんが配置されている

からです。理科支援員さんは、担任と相談しながら実験に必要な道具の準備や実験後の後片付けをしたり、子

どもたちの実験が安全でかつ効果的に行えるように助言をしたりしています。何年生でどんな単元の学習が

あり、どんな実験が行われるのかを把握していて、より学習効果の高い実験方法などを提案してくれたりもし

ます。そのため、本校の理科の実験はいつも効果的であり、実験中の子どもたちの瞳はいつも輝いているよう

に見えるのです。理科の時間をとおして、子どもたちの好奇心や理科の楽しさを高めていきたいと思います。

本校の特色紹介⑦ 理科実験の充実（理科支援員）


